
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徒歩や自転車、シェアサイクルで 15 分圏のまちを巡り、地域の暮らしやすさを高校生

とともに考えるワークショップを実施した。駅や商業施設、学校、公園等が思いのほか身

近に存在することに気付いたとき、移動は単なる手段から、「地域を再発見する・まちの

ことを感じることのできる時間」へと変わる。ゆっくりな移動は、地域の価値や課題を発

見するツールとなり、自分ごととして都市を捉えなおすきっかけにもなる。地方都市で

も、自転車やシェアモビリティを活かせば、豊かな生活圏はきっとつくれる。まちは、計

画するだけのものから、使いこなし、育てていくもの。こうした対話と実践によるプロセ

スからこそ、人にやさしい都市の姿が見えてくるのではないでしょうか。 

 

【所属機関・連絡先】 

福井工業大学 工学部 建築土木工学科 吉村朋矩 

 Tel：0776-29-2620 E-mail：yoshimura●fukui-ut.ac.jp  ※●を＠に置き換えてください。 

まちづくりトピックス 

【研究室 Instagram】 

（左）WS での話題提供  （右上）シェアサイクル「ふくチャリ」の説明 （右下）まち巡りの様子 

 

PROFILE 

福井工業大学 工学部 建築土木工学科 吉村 朋矩 

“近くにある幸せ”は、ゆっくりな移動でみつかる！？ 


